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第
2期

計
画
ve
r.3
の
取
組

H2
7

H2
6

H2
5

H2
4

業 木 材 ・ 木 製 品 製 造 業 出 荷 額 等 １ ５ ０ 億 円 （ Ｈ 2
2

） → １ ６ ０ 億 円 （ Ｈ 2
4

）

原 木 生 産 量 ４ ０ ． ４ 万 立 方 メ ー ト ル （ Ｈ 2
2

） → ４ ６ ． ５ 万 立 方 メ ー ト ル （ Ｈ 2
4

）

○
原
⽊
や
林
地
残
材
の
搬
出
に
対
す
る
⽀
援

○
⽊
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
安
定
供
給

○
⽊
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
改
良
及
び
低
コ
ス
ト
化

○
幅
広
い
分
野
で
の
⽊
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
を
促
進

○
燃
焼
灰
の
適
正
処
理

○
コ
ス
ト
差
を
埋
め
る
⽀
援
の
仕
組
み
の
検
討

○
推
進
体
制
の
強
化

○
⽊
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
推
進

○
森
林
の
集
約
化
と
経
営
委
任
の
推
進

・
森
林
経
営
計
画
と
森
の
⼯
場
の
整
備

○
地
形
や
地
質
に
マ
ッ
チ
し
た
効
率
的
な
⽣
産
シ
ス
テ
ム
の
導
⼊
を
促
進

○
皆
伐
に
よ
る
原
⽊
の
増
産

○
大
型
製
材
⼯
場
や
県
内
製
材
⼯
場
等
へ
の
原
⽊
の
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築

・
協
定
取
引
の
推
進

○
森
林
組
合
の
経
営
⼒
強
化

○
自
伐
林
家
等
に
よ
る
⽣
産
を
促
進

○
大
消
費
地
に
設
置
し
た
流
通
拠
点
を
活
用
し
た
土
佐
材
流
通
量
の
拡
大

○
県
外
販
売
の
窓
⼝
を
⼀
元
化
し
、
製
品
の
安
定
供
給
を
促
進

・
内
航
船
を
利
用
し
た
大
規
模
輸
送
や
乾
燥
等
の
共
同
事
業
の
実
施

○
大
消
費
地
へ
の
販
路
拡
大

・
消
費
地
商
談
会
や
展
⽰
販
売
会
の
実
施
に
よ
り
、
土
佐
材
の
知
名
度
ア
ッ
プ
と

ロ
ッ
ト
販
売
量
を
増
加

○
品
質
が
確
保
さ
れ
た
製
品
の
安
定
供
給
体
制
を
確
⽴

○
県
産
材
を
利
用
し
た
⽊
造
住
宅
へ
の
⽀
援

○
公
共
事
業
や
公
共
施
設
等
で
の
県
産
材
の
利
用
推
進

○
大
型
製
材
⼯
場
等
の
施
設
整
備
の
促
進

・
大
型
製
材
⼯
場
に
よ
る
製
材
品
の
⽣
産
拡
大

・
単
板
⼯
場
の
整
備
計
画
の
検
討

○
県
内
事
業
者
に
よ
る
大
型
製
材
⼯
場
整
備

・
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成
、
⼯
場
の
整
備

○
既
存
事
業
者
の
加
⼯
⼒
の
増
強
を
推
進

・
乾
燥
施
設
等
の
新
設
及
び
増
強

○
CL
T（

直
交
集
成
板
）
の
推
進

・
CL
T建

築
物
の
普
及
・
建
設
の
促
進

・
CL
Tパ

ネ
ル
⼯
場
の
整
備
検
討
・
誘
致

原 木 生 産

※
木

材
・

木
製

品
製

造
業

出
荷

額
等

に
つ

い
て

は
H
2
5
.
9
時

点
の

速
報

値

加 工 体 制 木 質 バ イ オ マ ス流 通 ・ 販 売

4年
後
の
目
標

（
H2
7年

度
末
）

10
年
後
の
目
指
す
姿

（
H3
3年

度
末
）

さ
ら
な
る
⾶
躍

へ
の
ポ
イ
ン
ト

木 材 ・ 木 製 品 製 造 業 出 荷 額 等 ２ ０ ０ 億 円 以 上 を 目 指 す

原 木 生 産 量 ８ １ 万 立 方 メ ー ト ル 以 上 を 目 指 す

～ 山 で 若 者 が 働 く 、 全 国 ト ッ プ ３ の 国 産 材 産 地 ～

○
森

林
の

集
約

化
を

一
層

推
進

○
作

業
シ

ス
テ

ム
の

改
善

に
よ

る
原

木
生

産
の

効
率

化

立
木

の
資

産
価

値
3
0
％

ア
ッ

プ
（
H
2
2
年

比
）

担
い

手
数 1
,7

5
6
人

県
産

材
製

品
の

県
外

出
荷

量
2
6
万

㎥

戸
建

て
住

宅
の

木
造

率 四
国

N
o
.1

製
材

品
の

生
産

量
3
5
万

5
千

㎥

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
利

用
量

5
3
万

ト
ン

（
金

額
換

算
：
4
1
億

円
）

○
単

板
工

場
の

誘
致

○
製

材
工

場
の

効
率

化
・
高

品
質

化
を

進
め

、
競

争
力

を
強

化

○
Ｃ

Ｌ
Ｔ

の
推

進

○
県

外
へ

の
流

通
・
販

売
シ

ス
テ

ム
の

さ
ら

な
る

強
化

○
土

佐
材

の
知

名
度

の
向

上
に

よ
る

活
発

な
取

引

○
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

を
低

コ
ス

ト
で

大
量

に
収

集
す

る
シ

ス
テ

ム
づ

く
り

木 材 ・ 木 製 品 製 造 業 出 荷 額 等 １ ９ ０ 億 円 以 上 を 目 指 す

原 木 生 産 量 ７ ２ 万 立 方 メ ー ト ル 以 上 を 目 指 す

〜
⼭
の
資
産
価
値
を

ア
ッ
プ
、
中
⼭
間

の
雇
用
を
確
保

〜

●
⽴
⽊
の
資
産
価
値

2
0
％

ア
ッ

プ
（
H
2
2
年

比
）

●
担
い
⼿
数

1
,7

3
2
人

（
8
7
人

増
）

〜
⽊
材
の
付
加
価
値 を
⾼
め
る
〜

●
製
材
品
の
⽣
産
量

3
0
万
㎥

（
3
0
 %

増
）

〜
県
外
市
場
で
の

認
知
度
の
向
上
〜

●
県
産
材
製
品
の
県
外

出
荷
量

2
2
万
㎥

/
年

（7
0
％

増
）

〜
県
内
で
の
県
産
材

利
用
が
拡
大
〜

●
⼾
建
て
住
宅
の
⽊
造
率

全
国

平
均

以
上

〜
森
林
資
源
を
⽣
か
し
切
り

⽊
の
価
値
を
ア
ッ
プ
〜

●
⽊
質
バ
イ
オ
マ
ス

利
用
量

4
0
.3

万
ト
ン

（7
8
％

増
）

（
金

額
換

算
：
2
8
億

円
）

高
知

県
産

業
振

興
計

画
の

推
進

に
よ

っ
て

実
現

を
目

指
す

本
県

産
業

の
姿
林
業
分
野

現
状
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森
林

資
源

H
22

末
蓄

積
：

1.
74

億
m
3

成
長

量
：
31

4万
m
3/
年

（
う
ち
人

工
林
）

（
蓄

積
：

1.
49

億
m
3）

（
成

長
量
：
30

0万
m
3/
年

）

H
27

年
72

万
m
3

H
33

年
81

万
m
3

【
課

題
】

①
大

消
費

地
か

ら
遠

隔
地

で
あ
り
輸

送
コ
ス
ト
高

②
県

外
で
の

土
佐

材
の

認
知

度
が

不
足

③
事

業
者

の
営

業
力

の
強

化
が

必
要

④
木

材
を
使

う
仕

組
み

や
意

識
の

強
化

が
必

要

柱
３
．
流
通
・
販
売
体

制
の
確
立

【
課

題
】

①
重
要
な
換
金
品
目
の
生
産
・
販
売
振
興
が

必
要

②
地
域
の
森
林
や
産
物
を
活
用
し
た
取
り
組

み
の

推
進

が
必

要

【
課

題
】

①
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
持
続
的
な
森

林
経

営
の

プ
ラ
ン
が

必
要

②
保
育
コ
ス
ト
高
等
か
ら
適
切
な
手
入
れ

が
さ
れ

ず
荒

廃
森

林
が

発
生

③
成
林
ま
で
の
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
が
高
く
、
再

造
林

が
困

難
④
獣
害
（
シ
カ
、
ウ
サ
ギ
等
）
に
よ
り
確
実

な
更

新
が

困
難

【
課

題
】

①
森
林
の
所
有
規
模
が
小
さ
い

②
地
形
が
急
峻

③
原
木
の
販
売
価
格
が
不
安
定

④
効

率
的

な
生

産
が

で
き
る
事

業
者

が
少
な
い

⑤
担
い
手
の
確
保
と
技
術
の
向
上

成
熟

し
た

森
林

資
源

を
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
に

活
用

し
た

所
得

の
向

上
と

雇
用

の
創

出
産
業
成
長
戦

略
（

林
業

分
野

）
の

概
要

原
木

生
産

量

H
22

年

４
０

４
千

m
3

H
23

年

5
0
7

千
m

3

増
産

３
1
6

千
m

3

増
産

９
0

千
m

3

【
課

題
】

①
成

熟
し
た
豊

富
な
森

林
資

源
を
使

い
切

れ
な
い

②
機

械
設

備
が

不
十

分
で
、
生

産
コ
ス
ト
高

③
消

費
者

の
求

め
る
品

質
確

保
の

取
り
組

み
が

不
十

分
④

財
務

体
質

が
弱

く
、
設

備
投

資
が

困
難

【
施

策
】

◆
生

産
性

の
向

上
と

原
木

の
増

産
①
森
林
の
集
約
化
と
経
営
委
任
の
推

進
・
森
林
経
営
計
画
と
森
の
工
場
の
整
備

・
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
活
動
支
援

・
国
・
公
有
林
等
を
活
用
し
た
大
規
模
化

②
地
形
や
資
源
に
マ
ッ
チ
し
た
効
率
的

な
生

産
シ
ス
テ
ム

の
導
入
促
進

・
林
業
機
械
や
林
内
路
網
の
整
備

・
効
率
的
な
路
網
や
架
線
集
材
な
ど
の

普
及

・
事
業
体
の
作
業
シ
ス
テ
ム
改
善
の
支

援
③
協
定
取
引
に
よ
る
安
定
供
給
の
推

進

◆
事

業
体

や
担

い
手

の
育

成
④

事
業

体
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
の

向
上

・
中
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
森
林
組

合
経

営
を
支

援
・
森
林
組
合
の
合
併
を
推
進

・
森

林
施

業
プ
ラ
ン
ナ
ー
の

育
成

・
建
設
業
者
等
の
新
規
参
入
と
定
着
を
支

援
⑤

担
い
手

の
確

保
・
育

成
・
搬
出
作
業
等
の
技
術
力
ア
ッ
プ

・
新

規
就

業
の

促
進

・
自
伐
林
家
等
の
生
産
活
動
の
支
援

【
施

策
】

◆
持

続
可

能
な

森
林

づ
く

り
①
地
域
の
森
林
整
備
に
関
す
る
計
画
の
作
成
支
援

（
適
地
適
木
、
資
源
循
環

な
ど
）

③
再
造
林
へ
の
支
援
、
省
力
化
の
検
討

④
獣
害
対
策
（
防
護
柵
設
置
等
）
の
支
援

【
施

策
】

◆
企

業
誘

致
等

に
よ

る
大

型
加

工
施

設
の

整
備

①
～

③
大

型
加

工
施

設
の

整
備

・
大
型
製
材
工
場
に
よ
る
製
材
品
の
生
産
拡
大

・
単
板
工
場
の
整
備

（
低

質
材

の
加

工
力

強
化

）

◆
県

内
加

工
事

業
体

の
生

産
力

等
の

強
化

①
～

④
既

存
加

工
事

業
体

の
生

産
力

等
の

維
持

・
強
化

・
県
内
事
業
者
に
よ
る
大
型
製
材
工
場
の
整
備

・
新

た
な
設

備
導

入
や

既
存

設
備

更
新

の
支

援
（
効

率
化

、
低

コ
ス
ト
化

、
高

品
質

化
等

）

◆
高

次
加

工
施

設
の

整
備

①
、
③

CL
T（
直

交
集

成
板

）
の

推
進

・
CL
T建

築
物

の
普

及
・
建

設
の

促
進

・
CL
Tパ

ネ
ル

工
場

の
整

備
検

討
・
誘

致

柱
６
．
健
全
な
森

づ
く
り

柱
２
．
加
工
体
制

の
強
化

柱
５
．
森
の
も
の
の

活
用

柱
１
．
原
木
生

産
の
拡

大

【
施

策
】

◆
流

通
の

統
合

・
効

率
化

①
拠
点
を
活
用
し
た
流
通
の
効
率
化
の
推
進

・
販

売
窓

口
の

一
元

化
・
県

外
の

流
通

拠
点

の
設

置
・
建

築
工

程
に
応

じ
た
き
め
細

か
な
配

送
の

推
進

・
県

内
事

業
者

の
共

同
輸

送
（
県

外
へ

）
体

制
の

強
化

・
内

航
船

（
低

コ
ス
ト
）
輸

送
の
検

証

◆
販

売
力

の
強

化
②

、
③

地
産

外
商

の
推

進
（
流

通
拠

点
の

活
用

な
ど
）

・
企

業
・
団

体
と
行

政
が

連
携

し
た
営

業
活

動
を
推

進
（
土

佐
材

展
示

会
、
セ
ミ
ナ
ー
、
商

談
会

の
開

催
な
ど
）

・
商

品
力

の
向

上
へ

の
支

援
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
表

示
、
地

域
材

ブ
ラ
ン
ド
化

の
推

進
な
ど
）

④
地

産
地

消
の

推
進

・
県

産
材

使
用

住
宅

の
建

築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
の

支
援

・
公

共
施

設
、
公

共
事

業
で
の

木
材

利
用

の
推

進

【
課

題
】

①
原

木
や
林

地
残

材
の

集
荷

コ
ス
ト
高

②
バ

イ
オ
マ
ス
利

用
ボ
イ
ラ
ー
の

導
入

経
費

や
管

理
経

費
（
燃

焼
灰

処
理

等
）
が

他
製

品
に
比
較

し
て

割
高

③
原

木
増

産
に
伴

い
発

生
す
る
多

量
の

バ
イ
オ
マ
ス
の

有
効

利
用

が
必

要

【
施

策
】

◆
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

の
効

率
的

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

の
推

進
と

多
面

的
利

用
の

拡
大

①
原

木
や

林
地

残
材

の
搬

出
に
対

す
る
支

援
②

バ
イ
オ
マ
ス
利

用
施

設
の

導
入

・
管

理
コ
ス
ト
の

低
減

・
バ

イ
オ
マ
ス
利

用
ボ
イ
ラ
ー
の

導
入

支
援

・
一

定
の

地
域

内
で
の

効
率

化
を
推

進
（
共
同

利
用

・
処

理
）

③
発

電
や

製
品

原
材

料
な
ど
多

用
途

利
用

の
推

進
・
再

生
可

能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の

全
量

固
定

価
格

買
取

制
度

に
対

応
し
、
バ

イ
オ
マ
ス
発

電
を
推

進
な
ど

柱
４
．
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

利
用
拡
大

◆
荒

廃
森

林
の

解
消

②
保
育
間
伐
の
推
進

・
公

益
的

機
能

が
高

い
森

林
の

間
伐

支
援

・
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
活

用
し
た
森

林
整

備
の
推

進

数
値

目
標

H
22

→
H
33

(H
27

)

●
原

木
生
産
量

（
再

掲
）

40
4千

m
3

→
81

0千
m
3

(7
20

千
m
3)

●
森

の
工
場 整
備

面
積

37
,1
61

ha →
90

,0
00

ha
(6
9,
80

0h
a)

●
担

い
手

1,
64

5人
→
1,
75

6人
(1
,7
32

人
) 

●
林

業
労
働
者 の
年

収

→
 4
百

万
円

/年
(4
百

万
円

/年
)

●
製

材
品
生
産

量
22

4千
m
3

→
35

5千
m
3

(3
00

千
m
3)

●
乾

燥
材
生
産
量

54
千

m
3 →

12
0m

3
（
11

1千
m
3）

●
木

質
バ
イ
オ
マ
ス

利
用

量
22

7千
㌧
（
H
21
）

→
53

0千
㌧

(4
03

千
㌧

)

【
施

策
】

◆
特

用
林

産
物

の
生

産
等

の
振

興
①

特
用

林
産

物
（
炭

、
ｷ
ﾉｺ

、
ｼ
ｷ
ﾐ等

）
の

生
産
・
販

売
支

援
②
提
案
型
等
の
地
域
発
の
取
り
組
み

を
支

援

７
８

%
増

産

間
伐

と
皆

伐
を

組
み

合
わ

せ
て

増
産

品
質

の
向

上
と

加
工

量
の

増
大

地
産

地
消

・
地

産
外

商
の

推
進

循
環

型
の

林
業

を
持

続

森
の

恵
み

を
余

す
こ

と
な

く
活

用

マ
テ

リ
ア

ル
＋

エ
ネ

ル
ギ

ー
利

用
の

推
進

フ
ォ
レ
ス
タ
ー

に
よ
る
支

援
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新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
産
業
振
興
に
生
か
す

課
題

雇 用 の 創 出

産 業 の 育 成

関 連 産 業 の

誘 致

関 連 産 業 の

誘 致

め
ざ
す
姿

現
状

と
課

題

導
入

促
進

地 球 温 暖 化
対 策

全 国 有 数 の

実 証 フ ィ ー ル ド

全 国 有 数 の

実 証 フ ィ ー ル ド

連
携
テ
ー
マ

・
林

業
振

興
・
環

境
部

・
商
工
労
働
部

・
公
営
企
業
局

St
ep

 0
St
ep

 1
St
ep

 2
St
ep

 3

・
全

国
一

の
森

林
率

・
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
日

照
時

間
・
豊

富
な
降

水
量

・
恵

ま
れ

た
風

況

・
固

定
価

格
買

取
制

度
が

導
入

・
大

型
製

材
工

場
が

立
地

【
エ

ネ
ル

ギ
ー

自
給

の
推

進
】

【
地

域
還

流
型

の
発

電
事

業
の

推
進

】
◆
太
陽
光
発
電
事
業
（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）

◆
太
陽
光
発
電
事
業
（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）

◆
小
水
力
発
電
（
売
電
型
）
事

業
◆
小
水
力
発
電
（
売
電
型
）
事

業

◆
太
陽
光
発
電
事
業
（
住
宅
用
及
び
事
業
所
用
）

◆
太
陽
光
発
電
事
業
（
住
宅
用
及
び
事
業
所
用
）

◆
風
力
発
電
事
業

◆
風
力
発
電
事
業

◆
地
域
で
の
小
水
力
発
電
利
用
事
業

◆
地
域
で
の
小
水
力
発
電
利
用
事
業

適
地

の
調

査
・

把
握

・
提

供

強
み

課
題

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

地
域

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
発

掘
、

育
成

支
援

策
の

検
討

・
実

施

も
の

づ
く
り

・
メ
リ
ッ
ト
を
地
域
内
に

最
大

限
還

流
す
る
こ
と

が
必

要

・
南

海
地

震
対

策
の
た

め
の

災
害

に
強

い
街

づ
く
り

・
系

統
連

系
枠

の
確

保

・
設

備
の

導
入

コ
ス
ト

が
高

い

・
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
な
ど
大

規
模

太
陽

光
発

電
に

必
要

な
ま
と
ま
っ
た
土

地
が

少
な
い

・
県

内
の

新
エ
ネ
ル

ギ
ー
関

連
の

人
材

と
技

術
的

知
見

の
蓄

積
が

必
要

先
進

事
例

の
情

報
収

集
・

戦
略

・
導

入
手

法
、

支
援

メ
ニ

ュ
ー

・
産

学
官

の
連

携
・

人
材

、
企

業

実
証

研
究

研
究

者
研

究
機

関

誘
致

研
究

者
研

究
機

関

誘
致

民
間

企
業

研
究

所

県
内

資
源

の
調

査
（
人

材
、
技

術
、
設
備

、
適

地
）

研
究

者
研

究
機

関

誘
致

民
間

企
業

研
究

所

実
証

実
験

県
外

企
業

（
工

場
）

産
学

官
の

連
携

総
合

特
区

新
エ

ネ
産

業
交

流
会

・
市

場
の

把
握

・
技

術
、

動
向

の
把

握
・

県
内

企
業

の
動

向
の

把
握

・
県

内
参

画
事

業
者

の
掘

り
お

こ
し

商
品

開
発

・
ア

イ
デ

ア
の

具
体

化
・

商
品

や
技

術
の

企
画

、
設

計
・

開
発

、
改

良

購
入

促
進

支
援

・
県

内
で

の
広

報
・

販
路

の
開

拓
・

公
的

調
達

全
国

展
開

・
見

本
市

、
展

示
会

・
商

談
会

◆
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業

◆
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業

事
業

化
の

検
討

と
モ

デ
ル

実
施

・
事

業
ス

キ
ー

ム
の

検
討

・
設

備
規

模
・

資
金

調
達

・
利

害
関

係
者

と
の

合
意

形
成

な
ど

新 エ ネ ル ギ ー 関 連 産 業 の 振 興 ・ 活 性 化

◇
新

エ
ネ

収
益

の
地

域
へ

の
還

元
◇

公
共

施
設

等
で

の
新

エ
ネ

導
入

の
ル

ー
ル

化
◇

一
般

家
庭

、
民

間
事

業
所

で
の

新
エ

ネ
普

及
拡

大
◇

エ
ネ

ル
ギ

ー
自

給
地

域
の

拡
大

◆
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
利

用
事
業

◆
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
利

用
事
業

県 内 企 業 へ

の 波 及

エ ネ ル ギ ー

自 給 率 の 向 上 ◆
新

エ
ネ
ル

ギ
ー
に

よ
る
発
電
量
（
推
計
）

10
7百

万
kW

h
→
  5
95

百
万

kW
h

◆
電

力
需

要 に
対

す
る
率

2.
3 
％

→
 1
2.
7 
％

事
業

化

新
エ

ネ
を

活
用

し
た

事
業

ア
イ

デ
ア

の
抽

出
（

庁
内

各
課

へ
の

照
会

・
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

）
＜

活
用

の
視

点
＞

・
防

災
・

中
山

間
地

域
の

活
性

化
・

地
域

産
業

の
振

興
な

ど

【
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

等
の

地
域

資
源

を
活

用
し

た
災

害
に

強
く

、
低

炭
素

な
ま

ち
づ

く
り

】

◆
防
災
拠
点
等
へ
の
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入

促
進

◆
防
災
拠
点
等
へ
の
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入

促
進

（
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

基
金
を
活
用
）

（
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

基
金
を
活
用
）

（
こ
う
ち
型
地
域
還
流
再
エ
ネ
事
業
ス
キ
ー
ム
の

推
進
）

（
こ
う
ち
型
地
域
還
流
再
エ
ネ
事
業
ス
キ
ー
ム
の

推
進
）

災 害 に 強 い
地 域 づ く り

地 域 資 源 を 活 用 し 、 メ リ ッ ト

を 最 大 限 地 域 へ 還 流
～ 地 域 の 資 源 を 地 域 で 活 か し き る ～




